
岸和田市の魅力は、ここに存在する「地元愛」だと考える。
伝統的なだんじり祭をはじめ、地域に根差した多様な分野のお店が存在する
商店街や地産地消の拠点となる道の駅「愛彩ランド」などの
地元の人々に愛される場所がたくさんある。
本の分野と関連した商店街の映像や農家さんの映像を流すことで
岸和田の暖かさを感じながら新たな本と出会うことが出来る図書館になる。

大阪府岸和田市野田町 1丁目 5-504．敷地02．映像と図書館

03．ダイアグラム

映像がもたらす効果 図書館での映像の活用

1分間の映像

約 180 万文字

情報伝達量の差

活字
静止画

約 5000 倍の情報伝達力 受け身のメディア

　電子書籍が普及した現代では、私達は興味のある分野に
直接アクセスし、容易に情報が手に入るようになった。そんな時代に
紙媒体の本を扱う図書館が存在する意義は、多様なジャンルの本と
出会うことが出来る場であることだと考えた。そこで、私達は新たな
ジャンルの本と出会うきっかけとなる映像を用いた図書館を設計する。

01．コンセプト
図書館×映像

多様な空間での読書体験本を手に取るきっかけを生む

建築概要

1階　床面積 2980ｍ²
2 階　床面積 1230ｍ²
延べ床面積　4210m²

構造　RC造

カフェ 生花店

お茶屋 八百屋
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人を迎え入れる為の角度人を迎え入れる為の角度

中心から入りやすい滞留空間

隅っこで固まって読書

少し閉じたワクワクする角度

開けた周りを見渡せる角度

外を通る人も見やすい角度

人を呼び込むための曲線。 大型スクリーンの配置角度によって
多様な空間を作る。

壁から突き出された大型スクリーンの
飛び出し方によって変化する軒下空間。

人通りが多いエリアに賑わいを直接感じられる空間。
車通りの多いエリアにわざわざ車を停めて
来てもらうことが出来るカフェ。

スタジオ岸和田


